
Ⅰ はじめに

１ 日本のバリアフリー化・ユニバーサルデザイン化
の経緯

１９６４年の東京オリンピック・パラリンピック以降，
道路や施設を中心に日本のバリアフリー化の取り組み
が始まった（１）。また，１９７０年以降は，バリアフリー化
だけでなくユニバーサルデザインの取り組みも始まっ
た（２）。
公園緑地においても，身体にハンディキャップのあ
る方が利用しやすいようにハード面において車椅子で
利用しやすくすることが求められてきた（藤崎ら，
１９９７：神谷，２００１）（３）。その際，障害者用トイレや休
憩所の設置，排水溝や水飲み場等の高さの改善，木道
等による通行の改善が指摘された（藤崎ら，１９９７）。
また，自然公園の遊歩道では，身体にハンディキャッ
プのある方に対応した整備基準を１人利用可能，介助

者を伴って利用，利用困難の３段階に分けて提案され
た（古谷ら，１９９９）。さらに，身体にハンディキャッ
プのある方の利用を考慮し，「①利用の主要動線上に
ある路線，②肢体不自由者に対応した施設にアクセス
可能な路線，③利用上不可欠な施設（駐車場やトイレ
など）にアクセス可能な路線，④利用に関する情報や
サービスを提供できる利用の中心施設（インフォメー
ションセンターやビジターセンターなど）にアクセス
可能な路線」では，階段とスロープの併設，路面のア
スファルト素材使用を検討する必要性が指摘された
（古谷ら，１９９９）。
政策においても，１９９９年に，都市公園を対象に「み
んなのための公園づくり・ユニバーサルデザイン手法
による設計指針」（旧建設省）が策定された。また，
同年には，多様な人々の森林利用を推進するため，森
林分野のガイドラインである『森林総合利用施設にお
けるユニバーサルデザイン手法のガイドライン』（林
野庁）が策定された。その後，林野庁のガイドライン
を基に『森のユニバーサルデザイン自然を生かす人を†連絡先 E-mail：ntakada@iwate-u．ac．jp
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１９６４年以降，バリアフリー化やユニバーサルデザインが推進され森林レクリエーションにおいても，その取り組みが進
められてきた。その取り組みにより施設のバリアフリー化やユニバーサルデザインは整備されつつあるが，身体にハン
ディキャップのある方が森林内を自由に移動できるまでには至っていない。この現状を解決するべく，アメリカ合衆国
で整備され日本でも導入されているインディペンデンス・トレールに着目した。その研究調査の一環として，アメリカ
合衆国のインディペンデンス・トレールにかかわる公的規制や成り立ちを整理し，国内での経緯と一事例として平庭高
原インディペンデンス・トレールの現状と課題を明らかにすることを目的とした。アメリカ合衆国では，インディペン
デンス・トレールは民間の活動から国による取り組みに移行しており，日本においても同様の社会変化を辿ることが十
分予想される。ただし，平庭高原インディペンデンス・トレールは，これまで身体にハンディキャップのある方の利用
は少なく，財源の確保が難しく維持管理が十分行えないなどの悪影響が出ていた。利用者の少ない要因や財源確保が難
しい中での維持管理は今後の研究課題である。
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生かす』が刊行された（太田，２００１）。また，２０１３年
には，多様な利用者が自然環境に触れ合えるよう「自
然公園等施設技術指針」（環境省）が策定された。こ
の指針に基づき，２０１５年から「２０１５国民公園・国立公
園ユニバーサルデザインプロジェクト」（環境省）が
実施され，国民公園や国立公園での利用施設や木道等
のハード面，補助器具の貸し出し，介助サポート等の
ソフト面の双方からバリアフリー対応の取り組みが進
められてきた。また，自然公園では，ゾーニングを行
うことで，自然保護と利用との両立を図る取り組みが
行われている（千田，２０１７）。
豊かな森林を有する森林公園では，２０００年の時点
で，利用施設の身体障害者用トイレ整備の割合は高い
ものの，ハード面の整備は十分でなく，また自然体験
プログラムの整備といったソフト面の整備も一部にと
どまっていた（蒲沼，２０００；一般社団法人全国森林レ
クリエーション協会，２０００）（４）。また，２０２０年におい
ても，森林公園のバリアフリー化，ユニバーサルデザ
インの整備はまだ発展段階にあり，森林内での活動を
実施する際の「引率者」など人手，人材といったソフ
ト面の整備の重要性が指摘されていた（一般社団法人
森林レクリエーション協会，２０２０）。
一方，森林内のバリアフリー化が進んでいるアメリ
カ合衆国各州の自然公園や森林では，車椅子が通りや
すいようインディペンデンス・トレールが整備されて
いる。そのため，日本のように，森林内でのバリアフ
リー化やユニバーサルデザインが発展途上である状況
において，インディペンデンス・トレールは森林内の
遊歩道をバリアフリー化する上で有効だと考えられ
る。しかし，日本におけるインディペンデンス・ト
レールにかかわる知見の蓄積は十分とはいえず，イン
ディペンデンス・トレールの導入や設置，運営・管理
の現状や課題について明らかにされていない。

２ インディペンデンス・トレール
インディペンデンス・トレール（Independence Trail）
とは，アメリカ合衆国の自然公園や森林に設置される
木道の一種である。『森のユニバーサルデザイン自然
を生かす人を生かす』の中では，遊歩道の表面素材が
木製デッキとされる木道の一種にあたると考えられ
る。橋脚となる木製の杭と杭の間を木製の橋桁（以下，
レール）でつなぎ，その上に車椅子が通行可能な幅の
木製の板（長さ２m×幅２０cm，以下，踏板）が敷き詰
められる構造となっている（８４６project，２００７）。さら
に，安全性を確保し，車椅子が移動しやすいようにイ

ンディペンデンス・トレールの勾配５％未満とされて
いる（８４６project，２００７）（５）。
なお，インディペンデンス・トレールは，他にイン
ディペンデンス・ボードウォーク，フォレストボード
ウォーク，フォレストボードという名称で呼ばれてい
る。呼び方は様々ではあるが，言葉の意味は身体にハ
ンディキャップのある方でも自然の中で散策のできる
ように車椅子で利用しやすい木道のことである。小論
では，各所で使用されている名称とは異なり，また海
岸や川岸や商業施設に設置されるボードウォークと区
別し，森林の中の木道という意味でインディペンデン
ス・トレールと呼ぶこととする。

３ 目的
以上を踏まえて，身体にハンディキャップのある方
でも利用しやすいと考えられるインディペンデンス・
トレールの設置，管理・運営について現状と課題を明
らかにする必要がある。その研究の一環であり，はじ
めとして，小論では⑴インディペンデンス・トレール
の先進国であるアメリカ合衆国におけるインディペン
デンス・トレールのはじまりの経緯や公的ガイドライ
ンについて整理し，⑵国内におけるインディペンデン
ス・トレールの取り組みの経緯と一事例として平庭高
原インディペンデンス・トレールの現状と課題につい
て明らかにすることを目的とした。

Ⅱ 調査方法および調査対象地

１ 調査方法
小論では，はじめにインディペンデンス・トレール
について整理するため，インディペンデンス・トレール
の先進国であるアメリカ合衆国におけるの公的規制や
歴史的成り立ちを把握するため，公的なガイドライン
やインターネット上の情報による文献調査を行った。
また，日本で最初にインディペンデンス・トレール
を導入したとされる滋賀県の特定非営利活動法人In-
dependence Boardwalk org Japan８４６（以下，I.B.O.Japan
８４６）について，NPO法人ポータルサイト（内閣府）
や協働ネットしが（滋賀県）の同団体のWebページ，
事業報告，同団体のブログによる文献調査を行った。
また，国内におけるインディペンデンス・トレール
の現状と課題を明らかにするための一事例として，岩
手県の久慈市と葛巻町の境に位置する平庭高原に設置
された平庭高原インディペンデンス・トレールを対象
とした（図―１，図―２）。
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平庭高原インディペンデンス・トレールを運営して
いる平庭観光開発株式会社，平庭山荘に電話での予備
調査（２０１８年１２月２５日）を行った。予備調査をもとに，
２０２０年９月，改めて平庭観光開発株式会社，平庭山荘
に電話による聞き取り調査を行った。質問内容は，大
きく⑴運営・管理について，⑵利用人数について，と

した。また，平庭高原インディペンデンス・トレール
を管理している久慈市ふるさと体験学習協会にメール
による聞き取り調査を実施した。質問内容は，⑴イン
ディペンデンス・トレールの導入経緯，⑵インディペ
ンデンス・トレールの運営に対する経費等の補助，⑶
耐用年数が過ぎ腐朽の進んだ板の取り換えについて，

図―１ 平庭高原と平庭インディペンデンス・トレールの位置図
出所：国土地理院地図Vector，Googleマップ，白地図をもとに筆者作成。
※平庭高原インディペンデンス・トレールのある岩手路中継基地駐車場の地点を中心に印をつけている。
※盛岡駅から車で国道２８２号と国道４号，国道２８１号経由でおよそ１時間４０分～２時間を要する。
※インディペンデンス・トレールは一部通行不可能な区間もあるため，写真を撮影した岩手路中継
基地駐車場の付近を示す。
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⑷社会福祉協議会など他の団体との連携，⑸今後の計
画について，とした。

２ 調査対象地
平庭高原は久慈市（旧山形村）に属し，葛巻町との
境に位置する平庭岳（標高１，５９８m）の中腹に位置す
る高原である（久慈市，２００９）。面積は，約３００haにお
よび，シラカバの純林が広がり，湿地にはカタクリの
群生，草原にはレンゲツツジの群生も生えている。
１９６１年には岩手県自然公園として指定されている。
平庭高原のシラカバ林が成立する以前は，ブナ林や
ナラ林が一帯に広がっていた。それらのブナやナラは
炭焼きや牛馬の放牧をするための山焼き等により消失
し，その代わりとして早生樹種であるシラカバが生え
た。当時，シラカバは材質が柔らかく，乾燥させると
材がゆがみやすいことから，用材や木炭に不向きであ
り役立たない木とされ，シラカバが伐採されることは
なかった。そのため，シラカバは成長を続け，今では
３０万本以上のシラカバの純林となった。シラカバが注
目されるようになった時期は１９５８年頃から平庭高原が
観光地として知られるようになった以降である。成長

したシラカバは，『日本一の白樺林』として全国的に
有名になった。しかし，近年ではシラカバの枯死によ
る倒木が目立つようになってきている。
平庭高原のインディペンデンス・トレールは，平庭
高原の岩手路中継基地駐車場に出入り口があり，駐車
場が近いことからアクセスしやすく，身体にハンディ
キャップのある方でも利用しやすい。

Ⅲ 結果

１ アメリカ合衆国におけるインディペンデンス・ト
レール

（１）アメリカ合衆国で初のインディペンデンス・ト
レールの経緯

South Yoba River State Park（サウスユバリバー州立
公園）のインディペンデンス・トレール（以下，サウ
スユバリバートレールに統一）は，アメリカで初めて
のインディペンデンス・トレールとして有名である。
同公園のサウスユバリバートレールは，１８５４年から
１８５８年にラッシュクリークからスマートヴィル（約５０
km）まで水を運ぶために建設されたエクセルシオール

図―２ 夏季のインディペンデンス・トレール風景（１）
出所：筆者撮影（２０２１年６月１５日）。

林業経済研究 Vol.67 No.3 (2021)

- 72 -



運河であった（Sierra Gold Parks Foundation,２０２０）（６）。
１９６９年にJohn Olmstedが放棄されていた元エクセルシ
オール運河を発見し，その滑らかな傾斜から車椅子で
もアクセスしやすい遊歩道になることに気づき，遊歩
道の整備が始められた（Sierra Gold Parks Foundation,
２０２０：Laura Brown, ２００５：Laura Brown, ２０１１）（７）。
John Olmstedをはじめボランティアの活動によりアメ
リカではじめて車椅子でアクセスできる自然遊歩道が
誕生した。その後，サウスユバリバートレールは州立
公園であるSouth Yoba River State Parkに統合された。
（２）インディペンデンス・トレールにかかわる公的

ガイドライン
２００６年に米国農務省森林局は国有林のアウトドアレ
クリエーションにおいてアクセシビリティを高めるた
めの施設の建設基準を定めた規定として「森林局トレ
イルアクセシビリティガイドライン（Forest Service
Trail Accessibility Guidelines, FSTAG）」および「森林
局アウトドアレクリエーションアクセシビリティガイ
ドライン（Forest Service Outdoor Recreation Accessibil-
ity Guidelines, FSORAG）」を策定した（USDA Forest
Service, ２０１２）。その後，米国アクセス委員会によっ
て「野外開発地域アクセシビリティガイドライン（The
Outdoor Developed Area Accessibility Guidelines,
ODAAG）」が策定されると，「ODAAG」の内容を組
みこむ形で「FSTAG」および「FSORAG」の内容が
改訂された。「ODAAG」は，障害を持つアメリカ人
法（the Americans with Disabilities Act：ADA）および
建築障壁法（Architectural Barriers Act：ABA）をもと
に施設の建設や改修のための規定となっている（８）。米
国農務省森林局は，設計者や管理者を対象とした
「FSORAG」および「FSTAG」を適用するためのガイ
ドラインである「アウトドアレクリエーションおよび
トレイルのためのアクセシビリティガイドライン（Ac-
cessibility Guidebook for Outdoor Recreation and
Trails）」を２００６年に策定し，その後，２０１２年に改訂版
を策定している。これらのガイドラインに基づき，森
林レクリエーションにおけるバリアフリー化やユニ
バーサルデザインが整備されている。

２ 日本におけるインディペンデンス・トレール
（１）NPO法人I.B.O.Japan８４６によるインディペンデ

ンス・トレールの普及
①I.B.O.Japan８４６の概要
特定非営利活動法人Independence Boardwalk org Ja-

pan８４６（以下，I.B.O.Japan８４６）は，２００７年に設立さ

れ，滋賀県高島市を拠点に活動している（滋賀県，
２０２１）（９）。I.B.O.Japan８４６の定款によると「障害者並び
にその家族はもちろん広く一般に対して，いつでも自
由に自然散策ができる環境やアウトドアスポーツを楽
しむことのできる環境を配備する事業を行い，障害者
の自立に繋がる社会福祉の発展，自転車競技を中心と
したスポーツ活動を通した子ども達の生きる力の育
成，生態系に考慮した自然環境の保護に寄与するこ
と」を目的としている。
I.B.O.Japan８４６は，上記の目的をもとに身体にハン
ディキャップのある方でも自然散策ができるようイン
ディペンデンス・トレールの設置や維持管理，イン
ディペンデンス・トレールを活用したイベントの実施
を中心に活動している。なお，インディペンデンス・
トレールの普及のため講演を行ったり，I.B.O.Japan
８４６で定めた構造上の安全性や身体にハンディキャッ
プのある利用者でも自然の中を自らの意志で散策で
き，人々の思いやりを育み，自然にも優しいといった
定義に基づくインディペンデンス・トレールの認定も
行っている。
I.B.O.Japan８４６の会員は，正会員，賛助会員，法人会
員の３種類で構成されている。入会に特別な条件は必
要としないが，正会員は入会費５，０００円，年会費５，０００
円，賛助会員は入会費３，０００円，年会費３，０００円，法人
会員の会費は任意とされている。収入は，会費だけで
なく，募金や寄付金や事業収益も含まれている。業務
内容は，ハンディキャップのある方の自立支援，イン
ディペンデンス・トレールの管理や普及および推進，
マウンテンバイクフィールドの管理，環境保全，自転
車競技を中心としたチームの運営，ボランティアの育
成や研修，会報や出版物の発行となっている。
２０１７年度から２０２０年度のインディペンデンス・ト
レールの管理では，岩手県一関市，新潟県湯沢町と長
岡市，石川県金沢市と輪島市，宮城県大崎市，富山県
富山市にすでに着工されたインディペンデンス・ト
レールの認定や利用者の安全性を確保するためにコン
セプトや規格の統一，メンテナンス後の写真やレポー
トの確認を行っていた。普及事業では，滋賀県や京都
府などの設置準備地域を中心に，インディペンデン
ス・トレールの活動が全国的に広がるよう，福祉施設
や学校機関，行政，企業等と連携を図り，講演会の開
催を行っていた。一方，推進事業は実施されていない。
②日本におけるインディペンデンス・トレールの導入
経緯と普及
I.B.O.Japan８４６の代表者であるY氏がアメリカ合衆国
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コロラド州にあるWilderness on Wheels（WOW）のイ
ンディペンデンス・トレールとの出会いをきっかけに
インディペンデンス・トレールの日本への導入を進めて
いた（８４６project,２００８：I.B.O.Japan８４６のFacebook）（１０）。
１９９９年に，日本で初めて，I.B.O.Japan８４６によって，
岩手県一関市大東町のふるさと分校にインディペンデ
ンス・トレールが設置された。岩手県一関市大東町に
続いて，新潟県南魚沼郡湯沢町の苗場と続き，設置箇
所は全国規模で増え，現在では１５箇所にのぼってい
た。小論で着目した岩手県久慈市の平庭高原インディ
ペンデンス・トレールは，I.B.O.Japan８４６により全国
で３番目の認証を受けていた。
（２）岩手県平庭高原インディペンデンス・トレール
①導入の経緯
久慈市に合併する前の旧山形村では，旧山形村，旧
久慈市，葛巻町にまたがる久慈平庭県立自然公園（平
庭高原）に，体験施設と入浴施設を建設することを目
的として「エコパーク平庭高原整備事業」が計画され
た（１１，１２）。その計画の中で，岩手県と旧山形村，葛巻町
で組織された平庭地域開発促進協議会の担当者が「お
金をかけずに整備できるものはないか」と話し合い，
当時の岩手県の担当者からインディペンデンス・ト
レールの紹介を受けた。また，岩手県からNPO法人
IBO.Japan８４６（Independence Boardwalk org Japan８４６）
代表のY氏の紹介を受け，平庭地域開発促進協議会の
担当者は，Y氏が大東町で開いたインディペンデン
ス・トレールの研修会に参加し，Y氏からインディペ
ンデンス・トレールの話を改めて聞いた。その結果，
平庭高原にもインディペンデンス・トレールの整備を
行うことが決まった。平庭地域開発促進協議会では，
２００３年から国道２８１号沿いにある駐車場からスキー場
の頂上となる鼻黒岳（標高９７１m）までボランティア
の力を借りインディペンデンス・トレールの整備を
行っていた（国土交通省東北地方整備局，２００７：８４６
project，２００８）。
②踏板の設置・管理について
インディペンデンス・トレールは，上述したとおり
レールの上を車椅子が通行可能な幅の板を敷き詰めた
構造となっている。その板は，カラマツの間伐材など
が使用されており，設置の大半が教育旅行における体
験学習として設置され，２割程度は旅行の記念として
設置されている（図―３）。現時点では，ボランティ
アによる設置は行われていない。
教育旅行では，５～６人で１枚，１クラスで３～５
枚の板を設置する。一般の旅行者も板を購入し，絵を

描くなど，すでに設置されたレールの上に板を置いて
おく。板は１枚１，０００円前後で販売されている。板に
は，自由に絵を描くこともできる。設置する板は森林
組合からカラマツなどの間伐材を利用している。
また，平庭高原のインディペンデンス・トレール
は，旧山形村，葛巻町で組織された平庭地域開発促進
協議会が設置し，旧山形村と久慈市の合併後，久慈市
と葛巻町が合同で所有し運営しているものの，実質的
な維持管理は本トレールを活用している久慈市ふるさ
と体験学習協会が行っている。なお，平庭高原のイン
ディペンデンス・トレールは，I.B.O.Japan８４６に認定
されているものの，本トレールの維持管理やイベント
の実施におけるI.B.O.Japan８４６との活動の連携は見ら
れなかった。久慈市ふるさと体験学習協会では，過去
に久慈市からの補助金の中でインディペンデンス・ト
レールの維持費に関わる経費が２０万円ほど含まれてい
たことから，インディペンデンス・トレールの維持管
理を行っていた。また，２０１１年度に国の緊急雇用創出
事業により２名ほど雇用し，インディペンデンス・ト
レールの一部区間を補修した。現在，久慈市ふるさと
体験学習協会では，インディペンデンス・トレールの
維持管理に関する補助は受けていない。
インディペンデンス・トレールはレールの上を車椅
子が通行可能な幅の板を敷き詰めた構造となっている
ものの，屋根はついていないため降雨や積雪により踏
板の腐朽が進みやすい（図―４）。腐朽が進み，耐用
年数がきた踏板のある区間については，通行止めの措
置を行っていた。腐朽した踏板および木製のレールを
取りかえるためには，多額の費用が発生するため，取
り換えのための財源に苦慮している。
③インディペンデンス・トレールの利用について
２００３年から設置のはじまった平庭高原インディペン
デンス・トレールでは利用者をカウントしていないた
め，いつだれがどのように利用したのかは不明であっ
た。しかしながら，平庭高原インディペンデンス・ト
レールを運営している平庭山荘のS氏によれば，実際
の利用者のうち，車椅子での利用者は少なく，設置を
はじめてからこれまで春や秋の紅葉シーズンに数回ぐ
らいであった。
２０１８年の時点で，平庭高原では小中学校の体験旅行
の場として，公立では４月から６月，私立では７月～
８月に２２校ほどの学校が利用していた。体験旅行で訪
れる学校のほとんどは県外の学校であり，横浜市の学
校など関東地方や仙台の学校が２泊３日で宿泊してい
た。一方，県内の学校は１，２校のみで日帰りの利用
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だった。その他，学習塾やスポーツ少年団，福祉団体
など２５～２６団体ほどが利用していた。利用者は２０１５年
から２０１９年の間で年間延べ４，０００人から６，０００人となっ
ていた（表―１）。２０２０年は新型コロナウイルス感染
拡大防止の措置による影響で，関東の学校を中心に６
校ほどが中止となった。また，一般客の受け入れは年
１，０００人前後となっていた。
④今後の取り組みについて
平庭高原のインディペンデンス・トレールは，教育
旅行の体験プログラムの１つとして活用されていた。
今後も，インディペンデンス・トレールの補修やレー
ルの延長の財源をいかに確保するか検討しながら，イ
ンディペンデンス・トレールの基盤となるレールを延
長していく方法を模索し，体験プログラムのひとつと
して提供されていく予定となっていた。また，久慈市
ふるさと体験学習協会では，平庭高原インディペンデ
ンス・トレールを散策した来訪者から，『行ったけれ
ど壊れていて散策できなかった』という苦情が来てい
たことを受けて，久慈市と久慈市ふるさと体験学習協
会で協議し，検討したいと考えていた。

Ⅳ 考察

１ アメリカ合衆国と日本のインディペンデンス・ト
レール
アメリカ合衆国では，民間の活動によるインディペ
ンデンス・トレールの整備から，国による取り組みへ
と移行してきたと考えられる。日本においても，イン
ディペンデンス・トレールは，NPO法人のI.B.O.Japan
８４６によってはじめて導入され，徐々に全国各地に広
がっている。アメリカ合衆国でADAやABAをもとに
「ODAAG」「FSTAG」「FSORAG」が策定されていた。
日本でも２０１３年に「障害を理由とする差別の解消の推
進に関する法律（障害者差別解消法）」（平成２５年法律
第六十五号）が制定され，２０１６年４月１日から施行さ
れている。したがって，日本においても，森林におけ
るレクリエーションにバリアフリー化やユニバーサル
デザインがより一層求められていく可能性は高い。そ
の上で，インディペンデンス・トレールの取り組み
は，森林でのレクリエーションにおいて身体にハン
ディキャップがある方でも平等に利用できる「合理的

図―３ 夏季のインディペンデンス・トレール風景（２）
出所：筆者撮影（２０２１年６月１５日）。
注：これらの板は，いずれも来訪者が購入した板である。
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配慮の提供」を実現できる一歩につながるといえる。

２ 日本におけるインディペンデンス・トレールの利
用，設置，維持管理における課題
平庭高原のインディペンデンス・トレールは，ハン
ディキャップのある方やその家族等の利用者は少ない
傾向にあった。しかし，長野県内のハンディキャップ
のある方を対象に行ったアンケート調査によると，四
季を通してスポーツや余暇活動を「山，高原，川，湖
など自然の中で」楽しみたいかという問いに対して，
「はい」という回答が全体の５０．６％（N＝６３３）にのぼっ

ていた（加藤，２０１７）。このことから，岩手県におい
ても，身体にハンディキャップのある方の森林内での
レクリエーションの潜在的な需要はあり，森林でのレ
クリエーションにもバリアフリー化やユニバーサルデ
ザインの重要性は高いと考えれる。
したがって，利用者に平庭高原のインディペンデン
ス・トレールの情報が届いていない，あるいは交通ア
クセスの問題といった要因が推測されるが，どのよう
な要因が関係しているのかは，今後の研究調査で明ら
かにする必要がある。
また，平庭高原のインディペンデンス・トレール
は，「お金をかけない」取り組みとして，ボランティ
ア活動や教育旅行の体験プログラムとして設置されて
きた。しかし，腐朽した踏板の取り換えなど維持管理
については，結果的にお金がかかる取り組みになって
しまった。さらに，平庭高原インディペンデンス・ト
レールは，I.B.O.Japan８４６の認定は受けているのみで
あり，持続的なボランティア活動によって維持する仕
組みが確立されていない。日本は，アメリカほどボラ
ンティア活動が定着していない状況にあり，NPO法人

図―４ 冬季のインディペンデンス・トレール風景
出所：筆者撮影（２０１９年１月２５日）。
注：冬季は積雪のため通ることはできない。

表―１ 平庭高原の体験教育旅行の利用者実績

年度 実人数（人） 延人数（人）

２０１５ ２，４２５ ６，７９０
２０１６ １，５５４ ４，４５４
２０１７ １，７２３ ４，３８３
２０１８ １，３９２ ３，５６８
２０１９ １，３３８ ３，９３０

出所：聞き取り調査より筆者作成
注：教育旅行には宿泊を伴うことが多いため，実人数
と延人数の数値にひらきが生じる
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など活動を取りまとめるリーダー的存在がない限り，
ボランティア活動でのインディペンデンス・トレール
の維持管理は難しい。したがって，平庭高原インディ
ペンデンス・トレールのように，維持管理にかかわる
財源が乏しい状況では，設置したインディペンデン
ス・トレールは劣化が進み，インディペンデンス・ト
レールの活動は衰退する一方である。全国的に，財源
の確保が難しい場合は，インディペンデンス・トレー
ルの維持管理が難しくなっている可能性がある。引き
続き，平庭高原インディペンデンス・トレールの調査
を実施し，加えて，全国各地に設置されたインディペ
ンデンス・トレールの現状を調査し，今後のインディ
ペンデンス・トレールの課題について明らかにし，課
題に対する対策を模索する必要がある。
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注
（１）国内でのバリアフリー化（BF化）は１９６４年の東京オリ

ンピックを契機とする都市環境のBF改善運動および
１９６９年以降の仙台市内でのボランティア活動から始
まったとされている（高橋，２０１４）。行政では，１９７４年
に東京都町田市が国内ではじめて「福祉環境整備要綱」
を制定し行政指導をはじめた。行政指導は全国自治体
に広まりを見せ，１９９０年代には法的に拡大する福祉街
づくり条例の制定がはじまった。しかし，各自治体で
基準にばらつきがみられたため，１９９４年に国として「高
齢者，身体障害者等が円滑に利用できる建築物の建築
の促進に関する法律」（ハードビル法）が努力義務法と
して制定された。２０００年に入ると交通バリアフリー法
が制定され，２００２年にハードビル法は基本的なBF基準
を義務化するように改正された。２００６年には交通バリ
アフリー法，ハードビル法を統合したバリアフリー法
が制定された。２０１３年には，障害者差別解消法が制定
され，障害による施設利用拒否は差別行為とみなし，
適正な対応を求める義務（民間は努力義務）が定めら
れた。

（２）ユニバーサルデザイン（UD化）は，アメリカ合衆国の
工業デザイナーで建築家であり車椅子使用者であるロ
ン・メイスン氏によって提唱された概念である。人間
が一生を通じて使用でき，誰にとっても使いやすいデ
ザインにすることという意味を持つ。「デザイン・
フォー・オールスパン」とも呼ばれる。

国内でのUD化は『緑の癒し』という概念から普及し，
アメリカ農林省森林局のガイドラインを基に作成され
た（浅野，２００２）。近年では，２０２１年のパラリンピック
開催に向けて建築設計標準の改正や交通バリアフリー
基準・ガイドラインを改正による「物理的障壁や情報
の障壁を除去 ユニバーサルデザインの街づくり」を
掲げている。

（３）本文において「身体にハンディキャップのある方」と
記載しているが，アメリカではハンディーキャップ
（handicap）ではなくディスアビリティ（disability）を
使用することが推奨されている（佐藤，１９９２）。しかし，
日本語においてハンディキャップという言葉は老若男
女やスポーツで使用するイメージが強く，英語のよう
な印象を与える言葉と異なっていると考えられること，
また，障碍という言葉以外での使用という意味で小論
ではハンディキャップという言葉を使用している。

（４）一般社団法人全国森林レクリエーション協会の１９９９年
の調査結果は『森のユニバーサルデザイン自然を生か
す人を生かす』（日本林業調査会，２００１）の資料編に掲
載されている。小論では，１９９９年および２０００年の調査
結果報告となる２０００年の報告書の『身体障害者等にや
さしい森林利用施設とプログラムの実態と開発につい
て（Ⅱ）』を引用した。

（５）『森のユニバーサルデザイン自然を生かす人を生かす』
では，遊歩道の幅員，縦横勾配，横断勾配，すれ違い
箇所の確保，休憩所の間隔，段差，路面状態，通行程
度の分類がなだらか（レベル１），やや急（レベル２），
チャレンジの３段階に区分されており，加えて，遊歩
道の表面素材，転落防止のための立ち上がりや防護柵，
手すり，休憩スペース，遊歩道の状態を伝える情報の
提供など，遊歩道を整備する上での整備基準が記載さ
れている。

（６）３１マイルをkmに換算（１マイル≒１．６０９km）
（７）John Olmsted（１９３８―２０１１）カルフォルニアのナチュラ

リスト。２０１２年に息子であるAlden Olmstedがドキュメ
ンタリー映画「My Father, Who Art in Nature」を製作し
ている。

（８）１９９０年に制定された障害を持つアメリカ人法（the
Americans with Disabilities Act：ADA）は，１９７３年にRe-
habilitation Act（リハビリテーション法）が制定されて
以来，１９６４年に制定されたCivil Rights Act （公民権法）
の人種差別禁止に，身体にハンディーキャップのある
方への差別禁止を，あらゆる人種差別禁止を補完する
法律である（定藤，１９８９）。１９６８年に制定された建築障
壁法（Architectural Barriers Act：ABA）は建築や改修に
おいてアクセスビリティの確保を定めている法律であ
る（内閣府，２０２０）。

（９）２０１９年に設立から１０年が経つことを契機に定款変更を
行い，特定非営利活動法人Independence Board―walk org
Japanから現在の名称に変更している。

（１０）Wilderness on Wheels（WOW）はコロラド州で３０年以
上にわたりインディペンデンス・トレールの活動を続
けている（Wilderness on Wheels，２０２１）。Wilderness on
Wheelsのインディペンデンス・トレールはロッキー山

Journal of Forest Economics Vol.67 No.3 (2021)

- 77 -



脈の小川に沿って，約１．６km，標高約２，７００m（９，０００
フィートを換算，１フィート≒０．３０４８m）まで登るこ
とのできるインディペンデンス・トレールである。敷
地内には，キャンプ場など宿泊可能な設備も整備され
ている。

（１１）「エコパーク平庭高原整備事業」は県の計画として当初
３９億円をかけていたが，県の財政悪化から予算見直し
がかけられ，２００６年度には沸かし湯の浴場付きの研修
施設と体験施設のみとし，６億円まで引き下げられた
（朝日新聞，２００６）。

（１２）旧山形村は１８８９（明治２２）年，小国村，霜畑村，川井
村，日野沢村，荷軽部村，戸呂町村，繋村の７村が合併
し山形村となり，以後，旧山形村は，平成の大合併の
２００６（平成１８）年まで１１７年間続いた（久慈市，２００９）。
少子高齢化や過疎化，地場産業の衰退，財政状況の悪
化など厳しい情勢が予想される中で，「現在の行政サー
ビス水準の維持・向上を確保するとともに，将来にわ
たって責任ある自治を担い得る自立した自治体を構築
するためにスリムで効率的な行政を早期に実現し，そ
の地に暮らすことの誇りと喜びを住民自身が感じられ
ること（住民満足度の向上）」を合併の最大の意義とし
ている（久慈市・山形村合併協議会，２００５）。

引用文献
朝日新聞「（我慢の向こうに…０６年度県予算案：１）縮む県
財政 台湾観光客誘致に打撃」『岩手県，聞蔵Ⅱビジュア
ル２００６年２月２４日朝刊』http:／／database.asahi.com／library２／
main／top.php（２０２１年６月８日閲覧）
浅野房世（２００２）「特集ユニバーサルデザインと森林」『現代
林業』Vol.４３８，２００２年，２２～３９頁
千田智基「霞が関BOX自然公園等施設におけるユニバーサル
デザイン化の取組について」『ノーマライゼーション：障
害者の福祉』Vol.３７（１２），２０１７年，４６～４８頁

https:／／www.dinf.ne.jp／doc／japanese／prdl／jsrd／norma／n４３７／n
４３７０２７.html（２０２１年４月３０日閲覧）
藤崎健一郎，勝野武彦，村中栄美「肢体不自由児による公園
緑地の利用を促進する方策」『ランドスケープ研究』Vol.６０
（５），１９９７年，６４３～６４６頁
古谷勝則，黒瀬 毅，油井正昭，赤坂 信「自然公園のおけ
る肢体不自由者に対応した歩道に関する研究」『ランドス
ケープ研究』Vol.６２（５），１９９９年，６９３～６９８頁
蒲沼 満「論壇 森林公園におけるバリアフリー整備」『林
業技術』Vol.６９７，２０００年，２～６頁

８４６project「８４６の２０年」http:／／www.８４６. info／history／ index.
html，２００７年（２０１９年３月１４日閲覧）

８４６project（２００８）「ボードウォーク」http:／／www.８４６.info／board／
index.html，２００８年（２０１９年３月１４日閲覧）
一般社団法人森林レクリエーション協会『身体障害者等にや
さしい森林利用施設とプログラムの実態と開発について
（Ⅱ）』２０００年，１～３６頁
一般社団法人森林レクリエーション協会『森林を活用した障
害者・高齢者の保健休養及びレクレーションの今後の展開
方向に関する実証的調査事業（概要版），令和元年度森林

林業振興助成事業成果報告書』２０２０年，１～５９頁
神吉紀世子「高齢者・障害者支援施設・団体による都市・近
郊の緑地公園利用の現状と促進―ハンディキャップのある
人々が利用しやすい森林公園の計画のための調査―」『都
市計画論文集』Vol.３６（０），２００１年，２８９～２９４頁
加藤綾乃（２０１７）『障がいのある方の運動・スポーツ活動に
関する調査』２０１７，１～２２頁 https:／／warp.da.ndl.go.jp／info:
ndljp／pid／１１１２６５０５／www.pref. nagano. lg. jp／ shogai - shien／
kenko／shogai／sports／documents／documents／sports-kekka.pdf
（２０２１年４月１９日閲覧）
国土交通省東北地方整備局『東北開発促進計画（第５次）フォ
ローアップ調査（参考資料：H１８．１）より』２００７年，http:／／
www. thr.mlit. go. jp／BUMON／B０７０００／kyougikai _ files／DA
０７０９１３１０２６３２_４.pdf（２０２１年６月９日閲覧）
久慈市『山形村誌 第１巻 民俗編』２００９年，１～４５１頁
久慈市・山形村合併協議会（２００５）『新市建設計画』２００５年，
１～１５１頁

Laura Brown（２０１１）Naturalist,‘visionary’John Olmsted dies at
７３: The Union. https:／／www.theunion.com／news／naturalist-vi-
sionary-john-olmsted-dies-at-７３／（２０２１年６月８日閲覧）

Laura Brown（２００５）The trail John Olmsted‘recycled’: The
Union． https : ／ ／www. theunion. com ／ news ／ the - trail - john -
olmsted-recycled-２／（２０２１年６月８日閲覧）
内閣府「８―１アメリカにおける障害者政策の枠組み」
https:／／www８.cao.go.jp／shougai／suishin／tyosa／h２５kokusai／h８
_０８_０１.html），２０２０年（２０２１年６月９日閲覧）
太田猛彦『森のユニバーサルデザイン自然を生かす人を生か
す』日本林業調査会，２００１年，２１６頁
定藤丈弘「「１９８８年の障害をもつアメリカ人法」について（資
料紹介）」『社会問題研究』Vol.３８（２），１９８９年，８５～１１４頁
佐藤久夫（１９９２）「講座 WHO国際障害分類試案にいたる道」
『リハビリテーション研究』Vol.７０，１９９２年，３８～４１頁，
障害保健福祉研究情報システム，https:／／www.dinf.ne.jp／
doc／japanese／prdl／jsrd／rehab／r０７０／r０７０_０３８.html（２０２１年６
月１１日閲覧）

Sierra Gold Parks Foundation（２０２０）The Independence Trail
（１９６９）: The South Yuba River State Park, Culutural History,
https : ／ ／ www. southyubariverstatepark. org ／ RespWebPages ／
CulturalHistory.html），（２０２１年６月８日閲覧）
滋賀県（２０２１）「特定非営利活動法人Independence Boardwalk
org Japan８４６」『協働ネットしが』https:／／www.kyodoshiga.jp／
index.php？／member／detail／１２６２，２０２１年（２０２１年４月１４日
閲覧）
髙橋儀平「日本と海外におけるバリアフリー，ユニバーサル
デザインの系譜に関する比較検討：日本・中国・韓国を中
心に」『ライフデザイン学研究』Vol１０，２０１４年，２８３～２９７頁

USDA Forest Service（２０１２）Accessibility Guidebook for Out-
door Recreation and Trails，https:／／www.americantrails.org／
images／documents／１２２３-２８０６P-AGORT-COL-０８-２０-１３_Errata
２Fixed_３００dpi２_１９０４１３_２００９４３.pdf（２０２１年６月８日閲覧）

Wilderness on Wheels（２０２１）https:／／www.wildernessonwheels.
org／（２０２１年６月１４日閲覧）

（２０２１年８月９日受付，２０２１年９月１９日受理）

林業経済研究 Vol.67 No.3 (2021)

- 78 -



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


